
  

先進工学部 情報メディア工学科 
 
【情報メディア工学科の教育がめざすもの（特色）】 
目まぐるしく変化する情報化社会の要求に応え得る、実践的な技能を有する高度技能技術者の育成をめざします。さらに、

情報工学の知識だけでなく、自ら情報発信を行うためのメディア表現技法も身につけた次世代のエンジニアを育てます。  

将来の進路にあわせて科目を履修できる仕組みとして「ソフトウェアデザイン」「メディアデザイン」「ビジネスシステム」

の3系統を設置しています。ソフトウェアデザイン系では、論理的思考に基づくプログラミング能力およびソフトウェアの設

計・開発能力を育成することを目的とします。メディアデザイン系では、メディア情報システムの設計・開発能力およびメ

ディアコンテンツ制作能力を育成することを目的とします。ビジネスシステム系では、情報システムの構築能力およびビジ

ネスシステムの企画・評価・マネジメント能力を育成することを目的とします。 

これらの3つの専門知識分野を中心に、情報メディア工学の視点から、課題発見能力、問題解決能力、コミュニケーション

能力を実践的に学べるカリキュラムを用意しています。 

 

ディプロマポリシー 

情報メディア工学科は、高度に発達し、目まぐるしく変化する現代の情報化社会で活躍できる、情報メディア分野にお

いて高度で実践的な技能を有する、高度技能技術者を育成します。所定の卒業要件を満たすことで、情報メディア工学に

関する知識・技能及び次のような能力と素質を備えたものと認め、学士（工学）を授与します。 

【専門的知識・技能】 

⑴ 各種ソフトウェア設計手法を用いて設計仕様書を作成できる。また、様々なメディアの特徴および基本的なメディア

技法を理解し、Webなどのメディア情報システムをデザインし構築できる（DP1:設計・開発能力） 

⑵ 基本的な映像製作法およびデジタルコンテンツの作成技術を理解し、利用できる（DP2:メディアコンテンツ制作能力） 

⑶ 目的に応じて適当なプログラミング言語を選択し、手続きを自然言語で記述でき、手続きに従ってプログラムを作成

できる（DP3:プログラミング能力） 

【実践的技術力】 

⑴ 設計仕様書に基づき、データベースを含む情報システムを構築し、利用できる（DP4:情報システムの構築能力） 

⑵ 経済性や使いやすさを考慮して情報システムを企画し、要求定義をすることができる。また、実際の観測データを分

析することでシステムやサービスの品質の評価ができる（DP5:システムの企画・評価能力） 

【豊かな人間性と社会性】 

⑴ 明確な解のない課題に対して、それまでに得られた知識と技能を用いて、顧客の要求を的確に捉えて要件を適正に定

義し、解を導き出せる。また、必要に応じて適当なチームを編成し、チームワークにより問題の解決に取り組むことが

できる（DP6:総合的課題解決能力） 

 

カリキュラムポリシー 

情報メディア工学科は、高度に発達し、目まぐるしく変化する現代の情報化社会で活躍できる、情報メディア分野にお

いて高度で実践的な技能を有する、高度技能技術者を育成します。学生がディプロマポリシーに掲げる目標を達成できる

ように、共通科目と専門科目をバランスよく配置し、「メディアデザイン」「ソフトウェアデザイン」「ビジネスシステム」

の３つの専門知識分野を中心に、情報メディア工学の視点から、課題発見能力、問題解決能力、コミュニケーション能力

を実践的に育成するカリキュラムを構築します。教育課程編成、教育内容、教育評価の方針を次のように定めます。 

【１ 教育課程編成】 

⑴ 技術と理論を並行して学ぶ「デュアルシステム」を採用し、初年次から学年ごとに体系化された講義科目と実験・実

習・演習系の科目を編成します 

⑵ 各学年にアクティブ・ラーニングを取り入れた科目編成を行います 

⑶ 課題発見解決力を養うProject-Based Learning（PBL）科目を1年から段階的に取り入れた科目編成をします 

【２ 教育内容】 

⑴ プログラミング技術（ゲームやCG製作のためのプログラミングも含む）を養うため、入学時からの徹底したプログ

ラミング演習科目を開設します 

⑵ 映像コンテンツ製作のための、企画、撮影、編集のプロセスに関する実践的な方法論と技術を身につけるため、応用

的専門科目を開設します 

⑶ 顧客を終着点とし、製品／サービスを届けるまでに行う諸プロセスを理解するために、必要とされる活動と、付加価

値としてのサービスの品質を定量的に評価する方法について学修します 

⑷ プロジェクトで開発作業を進める上で必要となる、基本的な課題発見能力、問題解決能力、コミュニケーション能力、

およびチームで仕事をする力を主体的に身につけるため、2年に「メディアデザインプロジェクトⅠ・Ⅱ」を開設しま

す 

⑸ 3年の「メディアデザインプロジェクトⅢ・Ⅳ」では、総合的問題解決能力を養うために、自治体、NPO、福祉施設

から依頼を受けて、映像コンテンツの企画、製作、公開、更新、システムの設計、開発、導入、保守・運用に取り組み

ます 

⑹ 3年、4年の「情報ボランティアⅠ～Ⅲ」では、それまでの学習履歴を見直し、課題発見能力を養うために、地元の小・

中学校、福祉施設、自治体などで、情報技術を活かしたボランティア活動に取り組みます 

【３ 教育評価】 

⑴ 各授業科目に達成目標・評価方法・評価基準を定め、学修成果が基準を満たした際に単位を認定します 
 



  

アドミッションポリシー 

情報メディア工学科は、高度に発達し、目まぐるしく変化する現代の情報化社会で活躍できる、情報メディア分野にお

いて高度で実践的な技能を有する、高度技能技術者を育成します。そのため、以下に掲げる能力や意欲を有する人を広く

求めます。 

【情報メディア工学科が求める人物像】 

⑴ 高等学校課程における十分な基礎学力を備えている人 

⑵ 情報通信技術で社会に貢献できる技術者になりたいという意思を有している人 

⑶ 幅広い学問領域に積極的に取り組む好奇心を有している人 

⑷ 問題解決のために必要な手順を組み立てられる論理的思考を有している人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


